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演奏す る場 としての喫茶店

札幌のムジカホールカフェを事例 として

 Cafe as a Place to Perform : 

A Case Study of "Musica Hall Cafe" in Sapporo

種 村 剛 ・小 林 泰 名

要約　本稿は、音楽を演奏する場としての喫茶店(カ フェ)が 現れた理由

と、その機能についての考察である。先に、喫茶店が音楽を演奏する場とし

ても機能していたこと、近年では新 しいライブハウスの一形式としてライブ

カフェがあらわれたことを確認する。そして、札幌にあるライブカフェ、ム

ジカホールカフェの店長と、店で演奏するミュージシャンにインタビューを

おこない、ライブカフェを経営する理由、音楽に対する考え方、ミュージ

シャンがライブカフェで演奏する理由を明らかにした。その結果、ライブカ

フェが、地元のミュージシャンとファンをつなげるパブリック・スペースと

して機能していたことを示す。

キーワード 喫茶店 カフェ ライブハウス 音楽 演奏 ノルマ制

はじめに

ミュージシャンが音楽を演奏する場 として、 どんな場所を思い浮かべ る

ことができるだろうか。音楽ホール、 ライブハウス、イベ ント会場、路上

……。音楽を演奏する場は様々あるが、近年、音楽を演奏する場 として、

ライブカフェが登場 して きた。宮入恭平 によれば、ライブカフェは、東京

都 内では2000年 以降に数が増 えは じめ、最近では都内に限らず増 えてい

るという 1。

それでは、なぜ音楽を演奏する場 として、ライブカフェが登場 したのだ

ろうか。 また、ライブカフェの経営者は、どのようなことを考えて、ライ

ブカフェを経営 しているのだろうか。そ して、 ライブカフェは、地域の

ミュージシャンたちにとって どのような場 として機能しているのだろ う

か。

本稿 は、札幌のライブカフェ、ムジカホールカフェを事例とし、その経
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営者や ミュー ジシ ャンへ のイ ンタビュー を通 じて、上記 の問い に答 えたい

と考 える。

1音 楽 演 奏 の 場 と して の喫 茶 店 ジ ャズ 喫 茶 、 ラ イ ブハ ウ ス、

そ して ラ イ ブ カ フ ェ

最初 に、 ライブ カフェが登場 す る以前 の、音楽 と喫茶店 の関係 を、 時間

的な変化 と、 メデ ィアの変遷 に沿 って概観 してお く。 第一 に、1950年 代

後半、 日本の ジ ャズ喫茶 は、 レコー ド鑑 賞 だけでは な く、 ジャズの演 奏の

場で もあっ たこ とを確 認 す る(1.)。 第 二 に、70年 代 に、演 奏 の場 が ジャ

ズ喫茶 や ロカ ビ リー喫 茶 か ら、 ライ ブハ ウス に移 った こ とを示す(2.)。

第三に、80年 代 に ライブハ ウスが ノルマ制 を採用 す るこ とで、 「ライ ブハ

ウスの シス テム化」 が生 じた こ とを述べ る(3.)。 第 四に、2000年 代 にな

ると、演奏 の新 しい場 として、 ライブ カフェが登場す る。従来 の ジャズ喫

茶や ライブハ ウス とライブ カフェ を比較す る ことで、 その特徴 を明 らか に

する(4．)。

1.音 楽 とカ フェ　 演 奏す る場 と してのジ ャズ喫茶 の登場

「喫茶店」 あ るい は 「カフェ」 は、 コー ヒー をは じめ とす る飲料 や アル

コール を供す る場 である。そ して同時 に、 カフェ(喫 茶店)は 楽 器 を演奏

した り、音楽 を聴 いた りす る場 で もあ る(以 下、本稿 は喫茶店(喫 茶)と

カフェ を同義 に用 い、文脈 に応 じて適 宜使 いわ ける)。 喫茶 店 と音 楽 の密

接な関係 は、時代 を さかの ぼって確 認 で きる。

林哲 夫 は、16世 紀半 ば、 トル コの コー ヒーハ ウス を細 密 に描写 した ミ

ニアチ ュール には、 楽器 を演奏 して いる楽士た ちが 描かれ てい るこ とを指

摘して いる。18世 紀 の イギ リスで は、 コー ヒーハ ウスやパ ブで、 客 たち

が素 人合 唱団 を結成 し、 コンサー トをお こな う ようにな る。19世 紀 に入

ると、酒場 に付属 していた コ ンサー ト ・ルー ムが独 立 して、歌 や演劇 を上

映す る劇場 にな る。1847年 に は、 舞 台 とオー ケス トラボ ックス を併設 し

た 「ミュー ジック ・ホー ル」 とよばれる レス トラ ンがあ らわれ る。 ロ ン ド

ン万博 の翌 年 にあた る1852年 に、 ロ ン ドンに著 名 な ミュー ジ ック ・ホー

ル 「カ ンタベ リー」 が登場す る。

ミュー ジック ・ホール は、 第二帝政期 のパ リに伝播 す る。 パ リで は万博

(1867年)が 開催 され、 ジ ョルジュ ・オスマ ンに よ り、 パ リの都 市改造―
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―ブ ール ヴ ァー ルの整備― が お こな われ る。 その結 果、 パ リには、 カ

フ ェやバ ー、 レス トラ ンな どが急 増 した。パ リに で きた ミュー ジ ック ・

ホール は 「カフェ ・コ ンセ ール」(音 楽喫茶)あ るい は 「カフ ェ ・シ ャ ン

タ ン」(歌 声 喫茶)と よばれ た。 この ように、 ヨー ロ ッパの カ フェは、単

に飲食 の場 だけでは な く、 コンサ ー トが 開か れ、音楽 を鑑 賞す る場 として

も機能 して いた　2。

次 に、 日本 に 目を転 じて、音楽 と喫茶店 の関係 を確認 してみ たい。 日本

の ジャズ喫茶 を研 究 して いるモ ラスキー によれば、 日本 の喫茶店文化 の始

ま りは、1886(明 治19)年 に さか のぼ る とい う。 日本 で は、 関東 大震 災

(1923[大 正12]年)後 ごろか ら、蓄音機 を備 えて顧客 に レコー ドを聴 か

せ る 「音 楽喫 茶」が普 及 した とい う。ベ ル電話研 究所が、1924(大 正13)

年 に電気 吹込み法 を完成 させ た こ とと、その翌年 の レコー ドの発売 が きっ

か けで ある。 ジャズや タ ンゴの レコー ドをか ける 「ジャズ喫茶」 は昭和 初

期 にあ らわれ る　3。

モ ラスキー によれば、 ジャズ喫茶 とは、大量 の レコー ドを所 有 し、 高音

質 ・高価 な オー デ ィオ ・シス テム を設 置 し、 店員 や店 主 が ジ ャズ に詳 し

く、 ジ ャズの レコー ドを営業 時間中 にかけ続 け、昼 間 も営業 してお り、看

板 や入 口に ジャズ と明記 している ような 「客 にジ ャズ ・レコー ドを聴 かせ

る ことが 主な 目的であ る喫茶 店」で ある とい う　4。

戦後 にな る と、進 駐 軍の ジャズ ク ラブや、駐 留 兵 のた めの ラ ジオ放 送

WVTR(の ち のFEN)が ジ ャズ や アメ リ カのポ ピュラー ・ソ ングを流 す

ように なる。1951(昭 和26)年 、 ジー ン ・クルーパ が トリオ編 成 で来 日

す る。 そ して、 そ の直後 か ら東 京 の ビデ オ ・ホ ー ルな どで ジ ャズ ・コ ン

サー トが さかん にお こな われる ようになった。東京 ・銀座 に ジャズ喫茶 テ

ネ シーが 開店す るのは1952(昭 和２７)年 のこ とであ る　5。

1957(昭 和32)年 ご ろ にな る と、進 駐軍 の キ ャ ンプで 演奏 してい たバ

ン ドが、 喫茶 店 で演奏 す る ように な る。 前述 した テネ シー、ACB(1958

[昭 和33]年)な どの ジ ャズ喫茶 が、 ロ カビ リー喫 茶 とい われ る ように

な った　6。 この ように戦後 、 ジャズ喫茶 は、 レコー ドで音楽 を鑑 賞す る空

間だ けでは な く、 ライブ の演奏 を視聴す る空 間で もあ ったのであ る。 ライ

ブ演奏が お こなわれ ていた ジ ャズ喫茶 は、50年 代 のロ カビ リー ・ブーム、

そ して60年 代 半 ばの グルー プ ・サ ウ ンズの ブームの拠 点 とな ってい た と

い う　7。
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2.若 者の音楽行動 と演奏する場の変化 ジャズ喫茶からライブハウ

スへ

しか し、70年 代 になる と、 ジャズ喫茶 の閉店 が 目立つ ようになる。

ジャズ喫茶の閉店の理由として、音楽メディアと音楽の聴 き方の二つの変

化があると考えられる。
一つ目は、70年 代のラジオカセ ットテープレコーダー(ラ ジカセ)の

普及である。ラジカセがあれば、必ず しも高価なオーデ ィオ装置や レコー

ドがなくても、ラジオ放送を、カセ ットテープに録音(エ アチェック)す

ることで、家で音楽を聴 くことがで きるようになる。

二つ 目は、1979(昭 和54)年 のウォークマ ンの発売である。ウォーク

マ ンによって、ヘ ッドフォンを用いて、戸外で、カセ ットテープに録音し

た自分の好きな音楽を、一人で聴 くことがで きるようになる。以上の要因

か ら、喫茶店でレコー ドを鑑賞する行動様式が相対的に少な くなってきた

―好 きな音楽は自分一人で、好 きな時に好 きな場所で聴 くようになる―

―と思われる。

音楽を聴取する場 としての、ジャズ喫茶の衰退にあわせ るように、60

年代後半か ら、70年 代半ばにかけて、楽器が演奏 され、ライブを視聴す

る場 として、「ライブハウス」があ らわれはじめる　8。ライブハウス とは

なにか。宮入によれば、さまざまな音楽空聞が ライブハウスと呼ばれてい

るため、 ライブハ ウスの明確な定義は困難であるとい う。 しか しながら

「ロック音楽の演奏空間」が、ライブハ ウスの一般的な認識であるという
9
。

なぜ演奏の場が、ジャズ喫茶か らライブハウスへ移行 していったのだろ

うか。このことを説明する一つの要因として、 自ら楽器を手にとり、自由

に音楽を奏でる行動様式が、若者に普及 したことを指摘できるだろう。若

者が楽器を演奏する行動様式は、60年 代に二つの潮流 としてあらわれる。
一つは、アメリカのカレッジ ・フォークの影響をうけた、 フォークソング

の流行である。折 しも学生運動の時代である、大学生が 自らギ ターをも

ち、歌 を通 じて連帯 したので ある。 も う一つ は、60年 代 初頭 のベ ン

チャーズの影響による、エレキ ・ブームである。稲増龍夫によれば、エレ

キ ・ブームは、若者たちが楽器を取って音楽をはじめようとした点で、現

在にいたるバ ンド・ブームの源流であるという　１０。

70年 代になると、 フォー クソ ングは、いわゆるシ ンガー ソングライ
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ター に よるニ ュー ミュー ジ ックの系 譜 につ なが り、音 楽産 業 を牽引 して

い った。 そ して、エ レキ ・ブ ー ムは、1965(昭 和40)年 の スパ イダー ス

やブ ルー コ メ ッツ な どの活躍 か ら、1967(昭 和42)年 の タイガー ス、 テ

ンプ ター ズな どがデ ビュー にいたる、 グループ ・サ ウ ンズ ・ブーム につ な

が って い く。 この グループ ・サ ウ ンズ ・ブー ムの さなか、1966(昭 和41)

年 に ビー トルズが来 日す る。菊池清麿 によれば、 ビー トルズ来 日を きっか

けに、 グ ルー プ ・サ ウ ンズ ・ブー ム は黄 金期 に入 る。 そ して、 エ レキギ

ター、キー ボー ド、 ドラムに よるバ ン ド編成、 エ レキギ ター に、 自作 の 日

本語 の歌詞 をのせ て演奏す る、和製 ポ ップスのス タイルが定着 していった

とい う　ll。

ジ ャズ喫茶 におけ る演奏 は、主 に、ス タ ンダー ドなジャズ を、専属 の プ

ロのバ ン ド(ハ コバ ン)が 、 レコー ドの代わ りに演奏 し、 プ ロの演奏 を観

客 に聴 かせ るス タイルで あった り、週 末の店 の企 画 と してプ ロや プロの卵

で ある ミュー ジ シャンの演奏 がお こなわれた りす る場で あった と考 え られ

る　12。そ の一方 で、新 た に登場 した演 奏の場 であ るライ ブハ ウスで は、 自

らが作 詞作 曲 した音 楽 を、 ロ ックの リズムで、 アマチ ュアの ミュー ジ シャ

ンが大音 響で、 自由 に演奏す るス タイルが展 開 されてい ったであ ろ う。 つ

ま り、70年 代 に、 ジ ャズ 喫茶 や ロカ ビ リー喫 茶 の延長 上 に、 若者 が 自由

に音楽 を演奏す る ことを楽 しむ空 間 として、 ライブハ ウスが 誕生す るので

あ る　13。

3.CDの 登 場 と 「システ ム化 され たライ ブハ ウス」

オラ ンダの フ ィ リ ップ ス と 日本 の ソニー に よって、CD(コ ン パ ク ト ・

デ ィス ク)の 開発 が始 まった の は、1979(昭 和54)年6月 で あ る。 そ し

て、1982(昭 和57)年10月 に、CDとCDプ レ イヤー が発 売 され た。発

売 当初 は高価 で あ ったCDプ レイヤ ー も、80年 代 末 に なる と、 安価 で扱

いやす いポー タブル型 のCDプ レイヤ ーが一気 に普 及す るよ うに なった。

CDの 登場 は、音楽 を取 り巻 く環境 を大 き く変 える きっか け となった。

第一 に、CDは 音 楽消 費者 の変化 を もた らした。具 体的 に は、若 者や女

性 がCDプ レイヤー を購入 し、音楽 を聴 くよ うに なった ことである。 アナ

ロ グ(LPレ コ ー ド)の 時代 にお いて、 音楽鑑 賞 は、 レコー ドと比較 的高

価 なオー デ ィオ ・セ ッ トを購 入 で きる よ うな成 人男性 の趣 味― 彼 らが

80年 代 のア イ ドルブー ムを支 えていた と もいえ る― であ った。CDプ レ
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イヤーの普及 は、若者や女性が一人一台CDプ レイヤーを所有すること

で、自由に音楽を楽 しむことを可能にした　14。

第二に、音楽の購買層のすそ野が広がることで、音楽制作のあ り方が変

化 した。菊池によれば、 レコー ドか らCDに 音楽メディアが変化すること

で、音楽制作における 「レコー ド会社」、「音楽出版社」、「芸能 プロダク

ション」のなかか ら 「芸能プロダクション」の役割が突出 して くる とい

う。折 しも80年 代後半のバブルの時代である。テ レビの音楽番組 を媒介

しなくとも、若者が集まる 「街」中心 とした、イベン ト・パフォーマ ンス

からヒット曲が生まれるようになったのである　15。

第三に、音楽イベ ン トの広が りは、80年 代半 ばか ら後半にかけての、

若者のバ ンド・ブームやインディーズ ・ブームを生み出した。若 きミュー

ジシャンにとって、イベ ント・パフォーマ ンスをおこない、自主制作 した

CDを― デジタル化によって音楽制作のコス トダウンがお こなわれ、CD

の 自主制作 を可能にしたのである― 売ることが 「芸能プロダクション」

と契約 して、プロになるための登竜門となる　16。そ して、このような若者

の音楽演奏の受け皿として、ライブハウスが機能したのである。

宮入は、大手資本がライブハウス経営に出資をはじめる80年 代後半を

「ライブハウス成熟期」 と位置づ けている。 ライブハウスがいわゆる 「シ

ステム化 されたライブハウス」となり、現在のようなロック系の音楽が中

心に演奏 されるライブハウスの形が完成するのはこのころである。宮入は

「システム化 されたライブハウス」の特徴 として、定期的なライブ ・スケ

ジュールが組まれていること、カヴァー ・チャージ(入 場料)が あるこ

と、 ノルマ制の導入があること等を挙げている。

このなかで も 「システム化 されたライブハウス」の最大の特徴は 「ノル

マ制」である。ノルマ制 とは、 ミュージシャンが、ライブハウスでおこな

うライブのチケ ットを買い取るしくみである。 ノルマ制は、80年 代半ば

に確立 したという。このしくみによ り、ライブハウスは、売 り上げと利益

を確保 し、ライブに客が集 まらず、収益が上が らないリスクを軽減するこ

とがで きるようになった　17。つま りライブハ ウスが、経営安定のために、

音楽を演奏する側か らお金 をとるしくみを確立 したこと― ジャズ喫茶で

は、ハ コバ ンに対 しては、店が演奏する側にギャラを支払っていたことを

考えると、ライブハウスの 「ノルマ制」は既存のしくみを180度 転換 して

いる― 、これが 「システム化 されたライブハ ウス」の特徴である。今
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表1札 幌のライブハウスノルマ料金

店 舗 平 日ノル マ 土 日祝 ノル マ 備 考

A20,00020,000

BI5,00020,000

Cl5,00018,000金 曜 日は土 日祝 ノルマ

追加 チ ケ ッ トの 売上 は、50%を ミュー ジDl400014000

シ ャ ンが 受 け とる

El6,50020,000

料 金 は演 奏 者 三 名以 上 の 場 合。 金 曜 日は土F2¢40024000

日祝 ノ ルマ

回、調査をおこなった札幌にあるライブハウスの 「ノルマ」は次のような

ものである(表1)。 ライブハウスによって差はあるが、 ミュージシャン

は約2万 円をライブハウスに払って、ライブをおこなうことになる。

4.ラ イブカフェの登場― ライブハウスおよびジャズ喫茶との比較

90年 代から2000年 代 にかけて、さまざまなタイプのライブハウスが生

まれる。宮入はこの時代 を 「ライブハウス乱立期」 と位置づけている。そ

のさまざまなライブハウスのなかに、はじめにで示 した、「ライブカフェ」

がある。

ここでは、調査をおこなったライブカフェ(ム ジカホールカフェ)に み

られた事柄 を― もちろんライブカフェの経営業態は多様であ り、当該の

カフェにみられた特徴がすべてのライブカフェに妥当するとは限らないが

―、「システム化 されたライブハ ウス」および、かつてのジャズ喫茶 と

比較 してみよう。この試みの意図は、ライブカフェには、既存のライブハ

ウスやジャズ喫茶 とは異なる特徴があることを確認することにある。

第一 に、 ライブカフェはライブハ ウスと異 なる点がある。一点 目とし

て、ライブハウスの収益がチケッ トの販売にあるのに対 し、ライブカフェ

の収入は飲食がメインであること。実際、調査をおこなったカフェは、カ

フェとして営業 している時間が 「通常営業」であ り、 ライブは 「イベ ン

ト」 と位置づけられている。

二点目は、収入の軸を飲食においているライブカフェは、ライブハウス

と違い、必ず しも定期的なライブ ・スケジュールを組む必要がないこと。

三点目に、ムジカホールカフェでは 「システム化されたライブハ ウス」

の特徴であるノルマ制を採用 していないことである。つ まり、ライブハウ

101



スが演奏に特化 している場であるならば、ライブカフェは、あ くまで も

「ライブもできる喫茶店」をコンセプ トにしているといえる。

第二に、ライブカフェは、かつてのジャズ喫茶とも異なる立ち位置にあ

る。先に述べたように、ジャズ喫茶のバン ド演奏 は、専属のバ ンドのジャ

ズを中心 とした演奏 を聴 く場であった り、週末の店の企画としてジャズバ

ン ド演奏があった りするものだった。演奏はお客や店のリクエス トに応え

ることが求め られる。一方、ライブカフェは、アマチュアやインディーズ

の ミュージシャンが、 自分の企画で、ロックを中心 として様 々な音楽の

ジャンルの演奏がで きる場である。演奏できる音楽の自由度という点で、

ライブカフェは、かつてのジャズ喫茶 よりも、むしろライブハウスの音楽

演奏に近い部分がある。

本稿は、ライブカフェの特徴 を 「新 しくて古い喫茶店のあ り方」 とまと

めてお こう。ライブカフェの 「新 しさ」は 「カフェであり同時にライブが

で きる空間」にある。この特徴 は、私たちが喫茶店として思いうかべる、

いわゆるシア トル系 とよばれる喫茶店や、喫茶店の機能的代替物である

ファス トフー ド店、あるいは静寂を求める純喫茶 とも異なるコンセプ トを

示 している。

そ して、ライブカフェの 「古 さ」 とは、実は、先 にライブカフェの 「新

しさ」 として示 した 「カフェであ り同時にライブができる空間」にあるの

ではないか。 どういうことか。先に私たちが確認 したように、18・19世

紀の ヨーロッパの喫茶店― 階層をこえて人々が 自由に討論をおこない、

情報を交換 し、飲食を楽 しみ、 自発的に合唱団を形成 し、音楽を楽 しむ公

共空間― は、 ライブがおこなわれる喫茶店で もあった。 ライブカフェ

は、このようなもともとの喫茶店の姿を引 き継いでいるように思えるか ら

だ。「ミュー ジック ・ホール」のイタリア語読みである 「ムジカホール」

を店名にもつ ライブカフェは、新 しさと古 さを同時にもつライブ空間なの

である。

２　喫茶店 か ら生 まれる音楽文化― 札幌の南三条 を中心 に

調査 をおこなった、ムジカホールカフェは、札幌の南三条にある。南三

条は、札幌の草の根音楽活動 を語る上ではずす ことのできない場である。

ここでは、南三条 を中心 とした、札幌の音楽文化活動を振 り返ってまとめ

ておこう。

102



60年 代 後 半 か ら、70年 代 に か け て 南 三 条 界 隈 は 「B♭ 」 「act:」

「BOSSA」 「BEAT」 「AGIT」 「ニ カ」 な どの ジ ャズ喫茶 が軒 を連 ね、「ロ ッ

クハ ウス」「ぽっ と」 「祐天 堂」 などのロ ック喫茶 もあ り、若 者が集 う場 で

あ った とい う　18。1976(昭 和51)年 に は、南 三条 西4丁 目に 日本最 初 の

タワー レコー ドが 開店す る。 増淵敏之 に よれ ば、南 三条通 り界隈で、 アー

テ ィス トや音楽 フ ァンが ネ ッ トワー クを構 築 し、 また互 いに刺 激 し合 うと

い った状 況が、札 幌市の音楽 産業化 の端 緒 となった とい う　19。

1975(昭 和50)年 に 、南 二 条、 南 三 条 にあ る飲 食 店10軒(「 トイズ」

「エ ル フ ィ ン ラ ン ド」「ミル ク」 「楽屋part2」 「和 田珈琲 店 」 「ケ ー シー ・

ジ ョー ンズ」他)か らな る 「十転 満 店」 が 、外 国 人 アー テ ィス ト(1回

目、エ リック ・ア ンダー ソ ン、2回 目、 トム ・ウェ イツ)を 呼 んで野外音

楽祭 を企 画 ・主催 した(1979[昭 和54］ 年)。 この 「十転 満 店」 に喫茶

「神経質な鶏 」 や ライブハ ウス 「JIPPY　BUNNY」 な どが加 わ り、野外音 楽

祭 と並 行 して、1977(昭 和52)年 か らは、"札 幌 ロ ッ ク祭"と 銘 打 つ

「ツー ア ウ ト ・フルベー ス ・コ ンサー ト」 をお こなっ た。 第1回 は、大谷

会館 ホ ー ル と中島野外 音 楽堂 を会 場 に3日 問行 わ れ、東 京(ム ー ンライ

ダー ズ、久保 田真琴 と夕焼 け楽団、細野 晴臣他)と 札 幌 の ミュー ジシ ャン

が 出演 した(1980[昭 和55]年)。

1981(昭 和56)年 に、JR札 幌 駅 の北東 、北 六条西1丁 目にあ る倉庫 を

利用 した 「駅裏8号 倉 庫」 が 立 ち上 が る。48坪 の フ リースペ ー スで、演

劇 を は じめ とす る様 々 な表現 活 動 が お こな わ れた。 「駅 裏8号 倉 庫 」 は

「十転満 店」 に も加 わ ってい た、 エ ルフ ィンラ ン ドの 中島洋 ら、12人 の委

員 会 に よって 運 営 され て いた。 この倉 庫 は、1年 半 後 取 り壊 され たが、

1983(昭 和58)年 に場 所 を北 三条 東3丁 目に移 し、第 二次駅 裏8号 倉庫

と して運営 され、1986(昭 和61)年 まで続 いた　20。

「駅裏8号 倉庫 」 を企 画 ・運営 した中島 は、1986(昭 和61)年 、 南三 条

の長 栄 ビルに、8ミ リや16ミ リの 自主上 映施設 であ る、 「イメー ジガ リレ

オ」 をオー プ ン、翌年 に は、 同 ビル3階 にエ ルフ ィ ンラン ドを移転 す る。

1992(平 成4)年 に 、 イ メー ジガ リ レオは、市 民 出資 に よる席数29席 の

市民 映画館 「シア ター キノ」 に生 まれ変わ る。 そ して現在 、 シア ターキ ノ

と、 エル フィ ンラン ドは、南 三条西6丁 目の南三 条 グラ ン ドビル に移転 し

て いる(1998[平 成10]年 ～)　21。

実 は、今 回調 査 をお こな った、 ム ジカホ ール カフェ は、 移転 前 のエ ル
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フィンランドがあった場所 に店を構 えている。つまり、70年 代か ら続 く、

南三条の音楽 ・映像文化活動の拠点のあった場所に、ムジカホールカフェ

はあるのである。

３　問い ・仮 説 ・調査方法

先 に、 ライブカフェの登場 とその特徴を、時系列的にまとめた(1)。

そ して、ムジカホールカフェのある札幌の南三条の音楽文化について確認

した(２)。 以上の背景知識を前提 として、問い(1.)、 仮説(2.)、 および

調査方法と調査対象(3.)を 示す。

1.問 い

本稿で、私たちが明 らかにしたいことは、音楽を演奏する場 として、ラ

イブカフェが登場 した理由や社会的背景である。そこで 【主問】 を、上記

のように設定する。

【主問】

なぜ音楽を演奏する場 として、ジャズ喫茶やライブハウスに次いで、ラ

イブカフェが登場 したのだろうか。

しかし、この 【主問】に、直接答えを与えることは難しい。そこで、次

の問いを 【副問】として提示する。

【副問1】 ライブカフェの経営者は、なにをきっかけにライブカフェの経

営をは じめたのだろうか。

【副問2-1】 ライブカフェの、経営上のメリットはなんだろうか。

【副問2-2】 音楽を演奏する場 として、 ライブカフェのメリッ トはなんだ

ろうか。

第一に、【主問】 と 【副問】の関係を説明する。 【副問】は、個別具体的

なライブカフェの経営者に焦点をあて、ライブカフェの経営を始めた動機

や、理由を確かめることを意図 した問いである。後に示す ように、本稿 は

ライブカフェの経営者にインタビューを試み、経営者がライブカフェを始

めたきっかけや、経営者が考えるライブカフェのコンセプ トを明 らかにす
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る。 このようにして得 られた、具体的な事例を手がか りにすることで 【主

問】に答えることを試みる。もちろん 【副問】に答えることでえられた結

果を、すべてのライブカフェにあてはめようとする、過度な一般化には注

意 しな くてはならない。 しか し、 この作業 によって、既存のジャズ喫茶

や、ライブハウスとは異なる、音楽を演奏する場である、ライブカフェが

登場 した理由の一端を示す ことができると考える。

第二に、三つの 【副問】の関係について説明する。上述 したように 【副

問1】 はライブカフェを経営す る動機や理由についての問いである。 ライ

ブカフェの経営の動機には、ライブカフェを経営することでえられる経営

上のメリッ トが含 まれると考える。つ ま り、【副問2-1】 を明 らかにする

ことは、【副問1】 に答えることにつながる。

そ して、 ライブカフェの経営の動機 は、 【副 問2-1】 に示 した 「経営」

面のメリットだけに還元で きないと思われる。音楽を演奏する場 として、

既存のジャズ喫茶や、ライブハウスにない、ライブカフェならではの特徴

を、経営者は店のコンセプ トとして考えているのではないだろうか。 【副

問2-2】 は、音楽演奏の場 としてのメリッ トを明らかにすることで、 ライ

ブカフェ経営の動機である 【副問1】 に答えようと試みる。

2.仮 説

上記の 【主問】 と 【副問】に対 して、次の仮説 を提示する。

【仮説1】

ライブカフェの経営者は、自分にとって 「理想の音楽演奏の場」をつ く

ろうとしているのではないか。

【仮説2】

ライブカフェでのライブには、店の経営にプラスに働 く側面 と、 ミュー

ジシャンの音楽活動に対 してプラスに働 く側面の、二つの側面があるので

はないか。

【仮説1】 について説明する。 【仮説1】 は、 【副問1】 に対応する仮説で

ある。宮入は、ライブカフェが増加 した要因として 「システム化 したライ

ブハ ウスに対する不満」を指摘 している。その根拠 として、ライブカフェ
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の経営 者 に40代 半 ばが多 い こ とを挙 げ、「店 を一軒 構 え られ る年代 にな

り、 自分 たちの理想 として いるラ イブハ ウス を設計 した結果」 であ る と結

論 して いる　22。以上 の宮 入の先 行研 究 よ り、 ライ ブカフェの経営 者 は 「理

想 の音楽演奏 の場」 として ライブ カフェを経 営 している と予想す る。

【仮 説2】 につ いて説 明す る。 【仮説2】 は 【副 問2-1】 【副問2-2】 に対

応 す る仮 説 であ る。 ライブ カフェの ラ イブには、店 側の メ リ ッ トと して、

イベ ン トを通 じて、 客が増 え、売 上 をあげ るメ リ ッ トが あ る と思 われ る。

一 方
、 ミュー ジシャ ンに とって も、経済 的な負担 を小 さ くして ライブをお

こな うメ リッ トが あるので はないだ ろ うか。つ ま り、 ライブカ フェにおけ

る ライブには、店側 とミュージ シャ ン側 の双方 に、 メ リ ッ トがあ るのでは

ない だろ うか。

3.調 査方 法 と調査対 象

上 の 【副 問】 と 【仮 説】 を検 証す るため に、 四人に イ ンタビュー をお こ

な った。 イ ンタビュー調査 の対 象 と手続 きにつ いて述べ る。

中心 とな るイ ンタビュイーは、札幌 にあ るライブ カフェ 「ム ジカホール

カフ ェ」 の店 長、 田所 裕一 郎 さん(以 下 、 田所)で あ る。 イ ンタ ビュー

は、2012(平 成24)年ll月12日18時 よ り約5時 間、札 幌の飲食 店mon-

ichiで お こな った。 田所へ の イ ンタビュー は、三 つの 【副問】 を経営者 側

か らとらえ るた めであ る。

次 に、 ム ジ カホ ー ル カ フ ェで しば しば演 奏 をお こ な う、 札 幌 の イ ン

デ ィー ズ ・ミュ ー ジ シ ャ ン三 人 に イ ン タ ビュ ー をお こ なっ た。 イ ン タ

ビューの意 図は 【副 問2-2】 を ミュー ジ シャ ンの側 か らと らえるため であ

る。

一 人 目は
、 岡崎 里美 さん であ る(以 下、 岡崎)。 イ ン タビュー は、2013

(平 成25)年2月8日18時 よ り約1時 間、 札 幌の飲 食 店mon-ichiで お こ

なった。

二 人 目は、磯部和 宏(ス モ ゥル フ ィッシュ)さ んであ る(以 下、磯 部)。

イ ンタ ビュー は、2013(平 成25)年2月16日17時15分 よ り約1時 間、

札 幌 の飲 食店nanairocafｅ で お こなった。

三 人 目は、 カポウ さんで ある(以 下、 カポ ウ)。 イ ン タビュー は、2013

(平 成25)年2月23日14時 よ り約1時 間、 ム ジ カホ ー ル カ フェで お こ

なった。
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以上四人のイ ンタビューは、すべて小林泰名がお こなった。 インタ

ビューは対象者の許可をえて録音をしている。インタビューの書きおこし

は、録音を確認 しなが ら、種村剛がおこない、小林 と共に内容 を確認 し

た。その後、インタビュイーにインタビュー内容や表現を確認 してもら

い、全員から掲載の許可をもらっている。

次に、ライブカフェの事例 として、ムジカホールカフェ(以 下、ム ジ

カ)を 選んだ理由を挙げる。理由は二つある。

一つ は、2011(平 成23)年 におこなった、USTREAMを 用いた札幌の

イ ンディーズ ・ミュージ シャ ンの活動 を調査 の際 に、 ムジカをイ ンタ

ビューの場 として提供 していただいたことがきっかけとなって、調査者 と

田所の間にラポールができていたことである　23。もう一つは、ムジカを知

るにつれて、この場所が札幌のインディーズ ・ミュージシャンの拠点の一

つになっていると思われたか らである。

田所のプロフィールを紹介する。田所は、1977(昭 和52)年 生れ、札

幌出身、父 はバ ン ドマ ン、母はエ レク トー ンの講師、妹はダンサーとい

う、音楽一家に育つ。札幌の大学 に入学後、音楽関係のサークルに入 り、

二人組のバ ンドを結成、路上ライブをおこなう。大学卒業後に就職、営業

職 を6年 間勤 めた。北海道の地方都市や本州(静 岡県、長野県)を 担当

し、6年 のうち、札幌には2・3年 しかいなかった。28歳 の時に勤めてい

た会社 を退職、その後 カフェの雰囲気と仕事 を知るために、札幌の喫茶店

で飲食の仕事 に就いた。そ して、2008(平 成20)年8月 、31歳 の誕生 日

に、札幌の南三条にある長栄ビルの3階 に、ムジカをオープンした。

先 に挙げた宮入の先行研究によれば、ライブカフェの経営者は、経済的

に余裕ができた40代 半 ばが多い という。 しか し、田所 は、28歳 の時に会

社 を辞め、31歳 の若 さで、 自分の店(ム ジカ)の 経営者 となっている。

30歳 で店を持つ ことが可能だった要因の一つ に、札幌の地価の安 さを挙

げることがで きるだろう(表2)。 表からわかるように、東京世 田谷区北

表2平 成24年 度地価データ

住所 標準値番号 地価(千 円/㎡)

世田谷区北沢　 世田谷5-10　 1,040

札幌南三条　 札幌中央5-12　 385

国 土 交 通 省 地 価 公 示(URL:http://www.land.mlit.go.jp/

webland/)よ り作 成

107



沢(下 北 沢)の 地価 に比べ て、札幌 の南 三条 の地価 は相対 的 に安 い(約 三

分の一 であ る)こ とがわか る。

そ れで は、 ム ジカ とは、 どの ような店 なのか。 ムジ カのHPは 、店 を次

の ように紹 介 している　24。

「札 幌 市 中 央 区南3西6に 新 規 オ ー プ ン しま した カ フ ェバ ー 『musica

　hall　caｆｅ』です。 飲 食 と して ももちろん、ギ ャラ リー展 や音 楽 ライブな ど

に もご利 用頂 ける フ リースペ ー ス カフ ェです。musicaと は イ タ リア語 で

『音楽』 とい う意味。hallと は英 語 で大広 間や玄 関、城 とい っ た意味 もあ

ります が、 ここでは 『音 の箱』 とい う意味合 いで名付 け ました。音 楽だ け

で な く、あ らゆる分野の アーテ ィス トさんの 『創作 の音』 を広 げる 『実 り

の箱』 に なれ ば と願い込 め ました。 よろ しくお願い します」

Hokkaidoコ ミュニ テ ィCafｅ ク ミアイが編 集 した 『コ ミュニテ ィカ フェ

手帖』 は、 ムジカ を次 の ように紹介 してい る　25。

「"音の箱"と い う名 のム ジカホール カフェでは、道 内外 の ミュー ジシャ

ンに よるライブやパー テ ィ、 ワーク シ ョップ、ギ ャラ リー と しての貸出 も

行 ってい ます。 また各種雑 貨の委託 販売 も。 多彩 なジ ャンル のアー トが集

まる ことで感性 を刺激 されつつ、懐 か しい空 間 に居心 地良 さも感 じられ ま

す ……」

以 上 に挙 げた店の紹介 か ら、二 点 を確認す る ことが で きる。 第一に ムジ

カの コンセプ トは、必ず しもライブ カフェの括 りには入 りき らない点で あ

る。 ム ジカは、 ライブだけで はな く、 ワーク シ ョップや、ギ ャラ リー と し

て、 ス ペー ス の貸 出 もお こな って いる。 ム ジカ は音 楽 を含 め た 「多彩 な

ジ ャンルのアー トが集 まる」 こ とを コンセプ トと した店であ る。 その点 に

お いて、 ムジ カはい わば 「ライブ もで きるカ フェ」 なのであ る。

第二 に、 第一にかか わ らず、 それで もムジ カはライブ カフェ として と ら

える ことが で きる。 なぜ な ら、 ムジ カの キー コンセ プ トは― その店名 に

示 されて いる ように―"音 の箱"で あ り、店 の営業 において音 楽に力 を

入 れてい るこ とが うかが え るか らであ る。加 えて、以下 に示す 田所 への イ

ンタビュー か らも、 ライブ カフェ としての ム ジカの姿 が浮か び上 がって く
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る。この点において、ムジカは 「ライブができるカフェ」なのである。

４　イ ンタ ビュー結果

本節は、インタビュー調査 をおこなった結果をまとめる。

◆ムジカをはじめる動機― 音楽にかかわる仕事をしたい

大学卒業後に就職して、本州で生活 していた田所が、札幌に戻って、音

楽にかかわる仕事を したい と考えるようになったのは、26歳 の ころだと

いう。

「(学生のとき、バン ドで)ギ ターをやっていたんですけど、自分にはそ

の才能がない というのに気がついていたんです。でも、歌 に関しては、

もちろん限界はあるけ ど、 もうちょっとやってみたい というのがあっ

て、(就 職 してか らも)ち ょっと歌をうたっていたことがあったんです

よ。で、ちょっとずつ音楽に対する欲求が芽生えて きて。そ して、札幌

には、音楽を続けている仲間とかいたんです よ。そんな話 を聞いている

うちに、自分 も音楽にもっと根付いたことをや りたい。でも仕事をやめ

てやるからには、ちゃんと食っていけて、けど、音楽にかかわっていた

い というのが、ムジカをはじめるきっかけ」

そこで、田所が 「音楽にかかわる仕事」として思いついたのが、ライブ

カフェであった。

「…… 自分がアーティス トとしてなにか音楽 をや りたいとか、そういう

ものではなかったですね。そこまでの音楽的才能はない と自分ではお

もっていたので。だか ら、そういう形ではなく、別の形で音楽 にかか

わってい く方法 を考えていった ときに、カフェでおこなうライブの存在

を知ったんです」

「ライブカフェを知ったきっかけは、下北沢 にあるMと か何軒かあった

んです。その ときには、それがす ごく魅力的に感 じて。……ライブカ

フェっていうのがあって、 こうい うのが他にもあるかなって調べてみた

ら、東京 に何軒かあったと。全国、各何 カ所にあった と。でも、こうい
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うのが、札幌にあるのかなというのが きっかけです。カフェはある程度

札幌に定着 しているらしい、そのなかで、 ライブカフェっていうのがあ

るのかな一って」

田所は、26歳 の時に 「音楽にかかわる仕事 をしたい」 と考え、ライブ

カフェ(ラ イブので きる喫茶店)の 経営を思いついた。全国的には、ライ

ブカフェは、当時すでに存在 していた ことがわかる。田所の面白い点は、

札幌で初めて、ライブカフェを展開しようとした点にある。

ただし、店を開店するにあたり、ライブカフェよりも広いコンセプ トを

考えた。

「26か ら考え28に 辞めるときに、どうい うお店 にしたいかっていうの

は、もちろん、音楽っていう軸はぶれていないんですけ ど、調べていく

と、いろんなお店があって、こういうのがいいな、こういうのがいい

なっていうのが、いろいろ出て くるんです……札幌帰って来てから、新

たに音楽だけっていうだけじゃな くて、 もっと広い くくりでアー トって

い うのにふれる機会があって、その ときに、『あ、音楽だけ じゃない

な』 って思ったんです」

田所は 「自分の店を音楽にかかわる店にしたい」 と考えた。そして、そ

の延長線にライブカフェがあり、さらに、音楽だけではなく雑貨もお く店

としての、今のムジカのコンセプ ト 音楽を中心 としたアー トの空間―

―がで きあがったのである。

◆ ライブカフェの特徴― 一見さんにもやさしい店

田所は、ムジカを始める前に、札幌に 「ライブカフェ」があるかどうか

を調べている。

「自分が始める前に札幌にどんなお店があるのかなっていうのは、 もち

ろん調べていて。た とえば、Xも 一発 目いったし、Yも いった。Zは た

ぶんうちと同時期 ぐらい。

Xと かYは 、 どちらかというと自分のなかでは、すす きのにあるラ

イブバーと同 じポジシ ョンなんですよね、あれをカフェとはいわない
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し、やっていることは同 じなのかもしれないけれ ども、どちらかとい う

と、ハコバ ンとかいるお店にちかい」

「自分のお店を始めるとき、(ラ イブをおこなうカフェが)あ ったのか、

と改めて思 うと、いま思い返 しても、自分のお店のような店はなかった

か なと思 うんです よね。 自分みたいなお店が、5・6店 札 幌にす でに

あったら、今ほど(自 分のお店にお客や ミュージシャンが)定 着をして

いたかはわか らない。他にすでにあるか ら。だか ら、僕がみるかぎり、

ライブカフェはなかったん じゃないかなと思 うんです」

以上のインタビューか ら、次の二つのことがわかる。

田所の最初の発言から、当時、札幌には 「音楽を演奏することのできる

飲食店」が全 く存在 しなかったわけでないことがわかる。 しか し、発言全

体か ら田所が既存の 「音楽を演奏で きる飲食店」を 「ライブカフェ」 とと

らえていないことがわかる　26。すなわち、田所 にとって 「音楽 を演奏でき

る飲食店」はイコール 「ライブカフェ」ではないのである。 この ことか

ら、田所がムジカには、ムジカ以前に札幌にあった 「音楽を演奏で きる飲

食店」にはない特徴があること、そ して、その特徴 こそが、ムジカを 「ラ

イブカフェ」た らしめていると考えていることが うかがえる。

田所 は、「すす きのにあ るライブバー」 とい う表象 をもちいることで、

ムジカ(ラ イブカフェ)と 「既存の音楽を演奏する飲食店」(ラ イブバー)

を区別 している。それではこの二つは何が違うのか。ハコバ ンの有無、出

す飲食の差異(バ ーはお酒中心で、カフェはコーヒー中心)な ど、違いは

種々あるだろう。 しかし、田所がこだわる、ライブバーとライブカフェの

違いは、「一見 さんにも入 りやすい店」であるかどうか という点 にある。

彼は次の ようにいう。

「10人いた ら10人 がアウェイ感を感 じない(よ うに したい)。 『ああ、

ここ身内だけでやっているような店なんだね』 というお店には絶対にし

た くないです。今 日はじめてきたお客さんで も、すっと入れるような、

そういうお店にしたい」

この表現 を裏返せ ば、 田所はこれ までの 「音楽 を演奏で きる場」の、
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ウ ィー ク ・ポ イ ン トを、常 連(身 内)だ けで ま と ま り、 初 めて のお 客 に

とって ハ ー ドルが高 い(店 に入 りに くい し、店 にいて も居心 地 が よ くな

い)点 とみ な してい るこ とが うかが え る。 いいか えれば、 田所 がム ジカを

もって札 幌最初 の 「ライブ カフェ」 とみ な してい るの は、ム ジカが、 この

弱点 を意識的 に克服 しよ うと して いる ところにあ る と考 え るこ とがで きる

だろ う　27。

田所 は、 「一見 さんに も入 りやす い場 」のた めの条件 として、「広 さ」 と

「明 るさ」 と 「音楽 の選択」 を挙 げている。

第一 に、 「広 さ」 につい ては、次 の ように述べ てい る。

「カウ ンターが あ って、 ち ょっ と席 が あ って、 とい うお 店だ と、 ど うし

て も常連 で うまって しまう。 そ うい うところに、 一見 さんはち ょっ と入

りに くい な と、 や っぱ り、 うちの お店 は た とえ ば、 常連 さんが カウ ン

ターにわ 一っ とあつ まって いて も、 ホー ルの方 で は一 見 さんが いて も、

あ んま りア ウェイ感 を感 じさせ ない ような広 さとい うのをち ょっ と考 え

て い ます」

第二 に、「明 るさ」 につい ては、次の よ うに述べ てい る。

「Xと か は、半地下 で、わ りと一見 さんが入 りに くい、そ うい う意味 で、

一見 さんが入 りやす くて
、 カフェライ ブが で きるお店 とい うこ とで、 開

店1年 前 に見つ け た、 い まの物件 は、 僕 に とって超 理 想 だ った んです

よ。 ……広す ぎもせず 、狭 す ぎず 、キ ッチ ンも確保 で きて、 これだ った

ら30人 ぐらい は、 入れ る と思 え ば入 れ られ るな とい うの も、 しか も、

そ こは、 窓が多 くて、光 が多 く入 って くる。 解放 的で、 イコール、一見

さんが入 りやすい」

田所 のい うよ うに、 ム ジカ は大 きな窓 が あ り、 日差 しが 入 り、空 が見

え、明 るい雰 囲気で ある(写 真)。

第三 に、 ム ジカの ライブで は音 楽 ジャ ンルの しば りをつ けていない。 田

所 はその理 由を次の よ うに説明す る。

「10人 いた ら10人 の 人 に共 感、喜 ん で も らえる よ うなお店 に したい と
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写真 ムジカの店内の様子

いうのは、音楽にも通 じるものがあって。だか ら、ぼ くわりとノンジャ

ンル というか、お店でやるライブも、 『そういうのはだめ』 っていうの

はもちろんな くて、 どの音楽のジャンルも幅広 く、 うけいれてやってい

る。それは僕 自身幅広 く好きというの ももちろんあって、ジャズでなけ

ればだめっていうのもない、なんでも受け入れるという」

この演奏する音楽ジャンルにしば りをつけないことの新 しさは、既存の

演奏する場 としての喫茶店が、"ジ ャズ"喫 茶や"ロ カビリー"喫 茶 とい

うように、音楽ジャンルを冠 してお り、そのジャンルの音楽を中心に視聴

する場であることを思い出せばよい。

◆店の経営 と音楽

先に示 した、ムジカのコンセプ ト― 音楽を中心 としたアー トの空間―

―は、ムジカの経営の軸になっている。田所は次のように語っている。

「具体的にお店を経営することを考えた時に、ひきだしが多い方がいい

なっていうのがあったんです。飲食店をやっている人に、なにかア ドバ

イスはあ りますかって、聞いたときに、いわれた一言が 『今はやめと

け』 こんなご時世に今やる必要はないって。 これはある程度想定内で、

今は厳 しい時期だってわかってたけど、今やって、景気がよくなったと

きに絶対にどん底 を知っていた方がいいというのもあって、厳 しいとい

う話を聞いてぶれるっていうことはなかったんです。でも、飲食だけで

やってい くのは大変だっていうのはうすうすわかってきたし、まして自
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分に飲食の経験はない し、 自分が料理つ くるわけではないしとなったと

きに、ひきだ しが多い方がいいなと思ったんです。それが音楽とアー ト

だったんです。せっか くお店 を構 えるんだったら、ここでお金を稼げる

なって。 コーヒーだけではやっぱ り無理だ」

ライブカフェ 音楽を演奏する場一 としてのムジカには、二つの側

面があることがわかる。一つは、「音楽にかかわ りたい」 という田所の思

いを実現する場 としての側面である。 もう一つは、飲食だけで店を経営す

ることの難 しい現実のなかで、飲食店を経営するために 「音楽とアー ト」

を積極的に使っていこうとする側面である。つ まり 「音楽を演奏で きるカ

フェ」の経営は、田所の 目標であると同時に、店 を経営するための手段で

もあるのである。そ して、田所 は、ライブができるカフェというコンセプ

トが、集客を含めた店舗の経営手段 としてうまく機能 していることを認め

ている。

「儲けるという点か らみるなら、今のや り方(ラ イブカフェ)は 、強み

であることは確か。逆に、カフェとして喫茶店としてコーヒーだけで勝

負 しているカフェがあるなら、 どうやって儲けているかむ しろ聞きたい

ぐらい。飲食だけで勝負 している店は、本当に尊敬する。 うちは、イベ

ントがあるから成 り立っている。儲かるからやっているというのは違 う

けど、イベ ントで集客できる、ひきだ しの多さがある」

「うちのお客さんにかぎっていうと、(ム ジカに初めて入店する)き っか

けは通 りすが りで入ってきたというのはほぼ皆無。みんな、大体 きっか

けは、音楽が好き、誰かのファンで、そのままうちのファンになったと

いうのが一番多い。……それもミュージシャンか らの情報で、ほとんど

の人が― もちろんカフェ本 とかそういうのを見て来た という人ももち

ろんいるんですけど― うちのコアな常連 さんというのは、ほ とんど

が、8割 以上が音楽 を通 じて来ている人、みんな誰かしらのファンで、

音楽を通 じてきて くれたというパター ンが多いです よね、それは、ねら

い通 りといえばね らい通 り」

田所の述べる、ライブカフェを経営することのメリットは二つある。一
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つ は、 音楽 イベ ン トに よる集客 で あ る。 ミュー ジ シャ ンは、SNSな ど を

用 いて、積極 的 に自 らのイベ ン トの情 報 を発信 す る。 イベ ン トを きっか け

に して、店 にお 客が 集 まるので あ る。 そ して、 イベ ン トに来た ミュー ジ

シャ ンの フ ァンが、 店の常 連 にな る。 この よ うに して、 ラ イブカ フェは、

イベ ン トを軸 に して集客 を増や してい るのである。

◆ 音楽 を広 く受 け入 れる ライ フヒス トリー か ら

田所 の考 え る ライブ カ フェの姿 は、 「音 楽 にか かわ る こ との で きる店」

で あ り 「一見 さんが入 りやすい店」 であ った。 田所 は どうして この ような

コ ンセ プ トの店 を経営 しようと考 えたの だろ うか。そ の答 えの一端 は、彼

の音 楽 にか かわる ライフ ヒス トリーか らうかがえ るよ うに思 える。 少 し紹

介 してお く。

「子 どもの ころか ら、 自分の母 がエ レク トー ンの先生 だ ったので、 洋楽

をい ろい ろ聴かせ て くれ て いた んです ね。邦 楽 よ り洋 楽、80年 代 のマ

イケル とか、ホ イ ッ トニー とかず っ と聴 いていたん で、 ビー トルズ よ り

そ っ ち系 の 方 が 多 い と思 い ます。 母 が 『向 こ うで す ごい女 の子 が デ

ビュー した よ』 って い うのが ホイ ッ トニ ーのデ ビュー したて の ときだ っ

たの を覚 えてい る28。 カセ ッ トテー プだった んですけ ど、毎 日、擦 り切

れるほ ど聴 いてい ま した」

「父 は、 カ ン トリー ミュー ジ ックが好 きなので、 そ うい うの も聞 いてい

ました、 ……結局そ の ときも、 ポ ップス を聞いてい た とい うこ とです よ

ね。 大衆 的な普遍的 なメ ロデ ィ、 とい う ものに最初興 味がい っていたん

です よね。 そのあ と、 いろん な音楽 を聴 くようになって、ポ ップスだ け

が 正 しい とい うわ けで は ない とい う こ とに気 がつ きは じめ るんです け

ど、根 っこにポ ップスが入 っている、音楽 の出会いが そ こだ ったか らと

い うの もあるか ら」

先 に述 べ た ように、 田所 は1977(昭 和52)年 生 まれで あ る。1985(昭

和60)年 に デ ビュー した、 ホ イ ッ トニ ー ・ヒ ュー ス トンのア ルバ ム を、

カセ ッ トテ ープで聴 き込 んでい るのは、彼が小学 生の ころ とい うこ とにな

るだろ うか。 田所 は、 ホイ ッ トニ ー ・ヒュー ス トンの アルバム を、母 か ら
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勧められて聴いている。今のように、ネットでダウンロー ドした音楽を聴

いていると、家族一緒に音楽を聴いた り、親から音楽を勧め られた りする

とい うことは、あまりないか もしれない。当時、 日本は、80年 代後半の

バ ン ド・ブームが起 きは じめ、1988(昭 和63)年 にはいわゆるJポ ップ

が生まれることになる29。田所が 「根っこにポ ップスが入っている」とい

うのは、彼をとりまく音楽の状況がそうさせたともいえるか もしれない。

「大学に入ってか ら、軽音に入っていたんです。バ ンド組むことになる

Nと は大学 の時に出会 って、彼 はギ ター もで きる し歌 もで きる、 で

『ちょっとやってみ よう』 というのが きっかけですか。なぜか歌 には根

拠のない自信があって、歌なら好 きだし、歌 うよという話になって。N

の前で一回歌 ったときに 『どんだけうまいんだと思 ったけど、普通だ

な』といわれた ときに、すごくショックで。で も、そこで 『あ、歌がん

ばろう』 と思って、見返 してやろうと思って、そこか らちゃんと歌いは

じめたんですよ。

最初は、大通 りや狸小路で、路上ライブやる勇気がなくて 『じゃ、最

初小樽の商店街でやるか』 とい うことになって、逃げるように小樽に

いって、そこで撃沈 して帰って くる。だれも止まらな くて。だめで、な

んか、いろいろ思い知って、 どうしたらいいんだろうってことをまず真

剣に考えるようになって。でもたぶん、 自分たちのポテ ンシャルにあん

まり疑いはなかったんですよね。いけるん じゃないのか という、根拠の

ない自信があって、続 けたんですよね」

青柳文信によれば、90年 代後半に、路上 ライブの第二次ブームが起 き

る。 フォークデュオ 「ゆず」が路上 ライブ活動か らデビュー した こと

(1997[平 成9]年)の 影響が大 きい とされている30。 ライフヒス トリー

から、田所が路上 ライブを始めたのは、1995(平 成7)年 ごろになる。つ

まり、田所は、第二次路上ライブブームが起 きる前から、路上 ライブ活動

をおこなっていたことになる。

幼い時から、洋楽のポップスを中心に聴 きこみ、大学で路上 ライブを経

験 して、多 くの人に足をとめて音楽を聴いてもらう経験か ら、多 くの人が

楽しめる音楽 を意識するようになった。そしてこの体験が田所の 「一見 さ

んにもやさしい」「誰でも楽 しむことので きる」 ライブカフェのコンセプ
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トにつながっているのではないだろうか。

◆ノルマ制の否定

田所は、 ミュージシャンにとってのカフェライブの良さを、カフェライ

ブの雰囲気それ自体 に良 さを求める立場 と、金銭的な負担の相対的な少な

さを挙げる立場、二つ挙げている。そ して 「圧倒的に後者」が多い とい

う。

まず、前者について、田所は、あるミュージシャンの感想を語ってくれ

た。

「雑多な飲食のカフェのなかで、横で、キッチ ンで料理 をつ くっている

音が鳴っているとい う雰囲気のなかでやるのがカフェライブの醍醐味で

す よね」

後者について、田所は、ムジカで演奏をおこなった道外の ミュージシャ

ンの感想を語って くれた。

「ムジカのようなお店があるっていうのはあ りがたいって、特に道外の

ミュージシャンによくいわれますね。たとえば、ひとりでワンマンで弾

き語 りをした りとかす る人にとって、ライブハウス借 りるのはリスクが

大きい と。 と りあえず、集客的な面で も赤になっちゃうか ら。で もカ

フェライブできる小 さなハコがあるということは、(金 銭面で)ロ ー リ

スクでできるという部分があるのではないかな。 カフェライブっていう

のが、わ りと地方でも根付いてきているというそういう証拠にもなるの

かなとも思うんです」

「た とえば、バ ン ドで、L(北 海道のライブハウス)と かで ライブ した

後に、次の 日にボーカルだけ残って、店で弾 き語 りして帰 るというのは

いいですよね」

このように、ムジカは比較的、金銭的にローリスクで、 ライブがおこな

える点に特徴がある。その理由は、上記のインタビューにあらわれている

「規模の小 ささ」だけでは説明がで きない。む しろ、ムジカが、チケット
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のノルマ制を採用 していないところに理由がある。

「他の カフェの しくみは僕はよくわか らないんですけ ど、ライブハウス

はハコ代って決まっていると思 うんです よ。時間で半日い くらとか。た

とえばLと かだったら、1日10何 万、週末だったらもっとする。それ

を1バ ンドで払うとなったら、なかなかたいへんじゃないですか。人が

入ろうが、入るまいが、固定の額で納めなくてはならないわけですか

ら。だか ら、 リスクは大 きい。これでこけたらバ ン ドとしたら大損害

じゃないですか、入った時はいいか もしれないけど。だか ら、 ワンマ ン

というのはなかなか というのがあるので、 タイバ ンにして、1バ ン ドあ

た りのノルマを決めてというふうになっていますよね」

「カフェの場合はそこまでのリスクはない、 とくにうちの場合は、厳密

には、最低このラインはというのはもちろんあるんですけ ど、 じゃあそ

こに届かなかったか ら、出演者がその分を補てんするというのは、うち

は基本的にやっていないんです よ。がんばって届 くまでやってみて、集

客がんばってねとい うのはあるんですけど、そこを下回ったか らといっ

て、そこを補償 してちょうだいっていうのはやっていない。

だから、出演者が損することは基本的にはないですね。

だか ら、(ラ イブ ・イベ ン トが)こ けたときは、自分(ム ジカ)も こ

けている、これなら通常営業 していた方がよかった ということはある」

ライブ ・イベ ントについて、ムジカは、チケット1枚 につき、一定金額

を店に納める集金のしくみを採用 している。店に納める金額は、チケッ ト

代金 にかかわらず一定である。だか ら、チケッ トが1,500円 だとして も、

２,000円 だとして も、チケッ ト1枚 あた りの、店に納める金額 は変わ らな

い。そのため、ライブ ・イベ ントにお客が入 らなかった場合、ムジカの営業

も 「こけて」いる。たとえば、 ライブに20人 の客が来れば、チケッ トか

ら20人 分の収益がある。一方で、客が3人 ならば、3人 分のチケ ッ ト収

益しかないのである。このようなリスクを避けるための方法がノルマ制で

ちることは、すでに説明した。それではなぜ、ムジカはノルマ制 を採用 し

ないのだろうか。
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◆ ミュージシャンが育つ場としてのライブカフェ

ノルマ制を採用 しない理由を、田所は、次のように説明している。

「(ノルマ制を採用することは)簡 単なんだけれど、それはまあ要は目先

の こと。長い目で見た時 に、 この子たちが、またムジカを使いたい と

いって、その ときにがんばって くれるという、そういう今後のことも考

えて、今回ちょっとあれだったけど、次はがんばろうというのも込めて

やってはいます」

このように、田所は、ムジカではノルマ制を採用 していない理由を、短

期的な利益ではなく、長期的なミュージシャンとのかかわりを重視するこ

とか ら説明している。札幌のミュージシャンを支えてい く場 としてのムジ

カは、店の重要なコンセプ トにもなっている。

「札幌に帰ってきてから、札幌にはすばらしい ミュージシャンが沢山い

るということに気がついて 『あ、これ自分が歌わな くてもいいや』って

思うようになって、みんなが表現できる場になって欲 しい というのが、

この場(ム ジカ)を 立ち上げるコンセプ トになっていたんで……こんな

に素晴 らしい ミュージシャンやアーティス トが札幌に埋 もれているんな

ら、そ ういう子に場 を提供するお店になれればいいなと思って」

先に、ムジカがおこなうイベ ントは 「集客 を含めた店舗の経営手段」の

側面があることを示 した。このように表現すると、金銭だけで割 り切った

関係のように思えたかもしれない。しか し、ムジカとミュージシャンとの

かかわ りは、単純な利害関係をこえた関係でもある。 このことは、ムジカ

の、CDの 販売の考え方にもあ らわれている。

「CDだ けは、本当にマージンをとっていません。 ミュージシャンにや

さしいお店ですよ。 ミュージシャンって、自分の生活 を削って、自分の

人生を音楽にささげているという点があるじゃないですか。……そんな

人もいると思 うと、マージンとるのをかわいそうと思 うこともあるし、

売れてほしいし」
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このような田所の思いもあ り、ムジカでは店に置いてあるCDの 売 り上

げは全額 ミュージシャンが受け取 ることができる(つ まり、ムジカはCD

の店賃をとらないので、店でCDが 売れても店の売上にならない)。 一方、

関東地方にある別のライブカフェは、店においたCDの 売 り上げの全額を

店側の収入としているそうである(つ まり、 ミュージシャンにお金はまっ

た く入 らない)。 このようなことか らも、ムジカが、札幌の ミュージシャ

ンを支え、育て ようとしていることがわかる31。

◆ ミュージシャンからみたムジカ コンセプ トの共振

次に、 ミュージシャンはムジカをどのようにとらえているかを確認して

みたい。

インタビューをおこなった、ムジカとかかわ りの深いミュージシャンた

ちは、ムジカのコンセプ トを深 く理解 していた。私たちは、先にムジカの

コンセプ トとして、1)一 見さんにもやさしい店、2)広 く受け入れる、3)

ミュージシャンを育てる場を確認 した。それぞれについて、 ミュージシャ

ンたちは次のように語っている。

「(ムジカのような店は)あ んまりほかにないかな。常連の人 もいっぱい

いるけど、そこだけで固まらない、広い感 じ。こういう店が他にもある

か もしれないけど、常連の人で固まりがちというか。で も(ム ジカは)

そうではなくて、いろんな人が、いろんな人を連れてくることができる

店なん じゃないかな」(カ ポウ)

「……田所さん自身のセ ンスがすごくポ ップだ と思うんです。……いろ

んな人に不快感 を与えずに、つつんで くれるようなポップさが田所 さん

にはあるから。それは、音楽の趣味 もそ うだし、カウンターに座って

ちょっと話す ときの田所 さんの受け入れ方について もそうだ し、なんな

らもしか したら、デザー トの味についてもそれで決めているのかもしれ

ないし……」(岡 崎)

「ムジカにはおお らかなところがある。基本的には 『くるものこばまず』

的なものがあるじゃないですか」(磯 部)

120



「ムジカだと、 ミュージシャンとかアーティス トを大事にして くれると

思 うんです よね。 こんなに協力的な店 は他にはないん じゃないかな」

(磯部)

このように、 ミュージシャンたちは、田所の考えるムジカのコンセプ ト

を非常によく理解 している。その理由の一つは、カフェという空間のなか

で、厨房にいる田所 とミュージシャンが、カウンター越 しに音楽や店につ

いて語 り合 う機会があるからではなかろうか。もちろん、田所は先のコン

セプ トを明確に言葉 として、 ミュージシャンに伝えるわけではないだろ

う。 どんな音楽をかけたいか、 どんな企画をしたいか、どんな料理を出し

たいか、そ ういうことを話すうちに、店のコンセプ トがミュージシャンに

も浸透していったのではないだろうか。

◆ ミュージシャンからみたムジカのメリッ ト―融 通がきく」

インタビューをした三人の ミュージシャンは、口をそろえてムジカにつ

いて 「融通が きく」 と答 えている。

「なんというかね融通が きくというかね。いい場所だなと。……田所さ

んの、フレキシビリティというか、ゆるさといったら言葉は悪いか もし

れないんだけど、ほんとうにいい感 じの脱力感があって、こうじゃな

きゃいけない、自分たちはこういうものを提供 したいんだみたいな押 し

つけが一切ないか ら、ふわっとみんな来た くなる。 こっちが突拍子 もな

い企画をもちかけても、絶対面 白いといって くれる」(カ ポウ)

「そして、融通がきかない とで きないイベン ト、た とえばキッチ ン借 り

てたこ焼 きやいたりできないじゃないですか、そういうのも、お店 ぐる

みでわいわいやっていければいい。だんだん、そういう企画 とか活動 自

体が育っていければいい と思ってやってますね」(磯 部)

カポウと磯部は、他のライブハウスではできないような自由度の高い企

画 を、ムジカが積極的に受け入れて くれることを指 して 「融通がきく」 と

表現 している32。カポウはその理由を田所の 「フレキシビリティ」や 「ゆ
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るさ」 と表現 している。これは、ムジカの コンセプ トの2)広 く受け入れ

ることに、いいかえることができると思われる。
一方、岡崎はムジカの音楽に対するサポー トを指 して 「融通がきく」 と

表現 している。

「ムジカホールカフェのすごさはまだよくわかっていないのだけれども、

田所さんすごい。なかなか、あんなことできるひとはいないな。お客 さ

んに媚びない、にもかかわらず、絶対的な支持を得ているし、媚びてい

ないのに、 ミュージシャンの希望にそうように、いろんなことに融通 を

きかせているじゃないですか。……田所 さんは、ス トレスのないライブ

をや らせて くれるんですよね、音響でもなんでも、そこす ごいなと思 う

んです」(岡 崎)

ムジカの ミュージシャンについてのサポー トについては、岡崎がムジカ

でマ ンスリーライブをや り始めたきっかけについての語 りに、よくあらわ

れているように思える。

「田所 さんは、なんでも実現で きそうだとお もったら、 とっかか りがあ

れば 『やる?』 って聞いてくれる。私が不可能そうだと思 うところから

堀を埋めていって くれる。私が 『これは どうですか、あれはどうです

か』 と聞 くと 『大丈夫 じゃない』 と答えて くれる。そ して、そのうちに

できるようになっている」(岡 崎)

以上のことか らムジカの 「融通がきく」 には、二つの意味があることが

わかる。一つは、ムジカの企画の自由度の高さや、ムジカが、 ミューシャ

ンのや りたいことを積極的に受け入れていく姿勢である。そ して、もう一

つは、その企画を田所がきちんとサポー トして実現可能にしてい く点にあ

る。

前者の意味での 「融通がきく」 ことは、普通のフリースペースでも可能

かもしれない。 しか し、後者は音楽についての知識やスキルがなければう

まくいかない。田所 は 「音楽 についてはプレイヤーではないけど、 リス

ナーとして育った自負があ り、いいものわるいものを選別で きる」と語っ

ている。田所の音楽に対する知識や感性が、音楽のサポー トを可能にして
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いるのではないだろうか。つ まり、ムジカだか らこそ、 ミュージシャンに

とって 「融通が きく」場とな りうるのである。

◆ムジカをきっかけに広がる音楽の輪― パブリック ・スペースとしての

ムジカ

ムジカはミュージシャンとファンとをつな ぐ場 としても機能している。

「ム ジカには、僕が違 うところ(ラ イブハ ウス)で やって、フ ァンに

なってくれたお客 さんが、足を運んで くれそうな店の力、個性みたいな

ものがあるなと思って。だんだん、輪が大 きくなってい くような可能性

がみえるんです」(磯 部)

「ムジカで観て くれて、他の所で もライブを観て くれるというお客さん

はいますね。……興味をもったら、ムジカだけではな くて他の所でもラ

イブを観にいってみようという興味 をもつ、好奇心があるお客 さんが、

ムジカの客層には多いんだと思 う」(カ ポゥ)

磯部は、他の会場でおこなったライブでファンになった人が、ムジカで

おこなわれるライブに来て くれるという。磯部は、その理由を 「店の力、

個性」として表現 している。一方、カポウはムジカのライブで興味をもっ

た人が、他の会場のライブにも来て くれることをいう。 カポウはその理由

を 「ムジカの客層」に求めている。

岡崎は 「ムジカの音楽センスに対する信頼」 を挙げて、ムジカが ミュー

ジシャンとファンをつなげる結節点となっていることを指摘 している。

「マ ンス リー、今はソーシャル ・ネッ トが発達 しているか ら、ムジカで

検索すると 『この人ムジカですご くライブをやっているんだけど、どう

いう人』 と興味をもって来てくれる人 もいる。ムジカの音楽センスを信

頼 してお店に来る人がいる。私 も、ムジカでライブをやる人の音楽は、

好 きか もと思 う。ムジカの音楽のセ ンスに対する信頼 じゃないですか」

(岡崎)

この点について、田所は次のように語っている。
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「うちで まだ ライブ をしたこ とが ない札 幌の ミュー ジシャ ンがい うのは、

ム ジカで演奏 す るの はハ ー ドルが 高い、 オープ ン して、 まだ2年 ぐらい

しか たっ て ない と きか らそ うい うこ と言 わ れて。 一 回い って みた い け

ど、 なんか 緊張 す る とか 、 こんなお しゃれ な ところで 自分た ちは演 奏で

きるのか な、 とい うこ とを言 ってい る ミュー ジシャ ンもい る とい うの を

人づ て に聞 くことが あって… …え、な んで そ うなっち ゃった の、み たい

な もの はあ ります け どね」

こ こか らわか るの は、 ミュー ジ シャ ンのなかか ら、 自然発生 的 に、 ムジ

カで イベ ン トをす るのな らば、 良い ライブをお こないたい とい う、一定 の

基準 がで きて きた とい うことである。そ れは、店 の雰 囲気や、 実際 にライ

ブ をお こなって きた ミュー ジシ ャンの影響 力が作用 してい るのか も しれな

い。 この よ うに して 「ム ジカでや るライブだか ら、 きっ といい ライブに違

いない」 とい うムジ カの音楽 に対す る信頼 感が うまれて くる ように思 われ

る。

そ して、 この信頼 感 をベ ースに、お客 はム ジカに足 を運 び、実際 にラ イ

ブ を聞いて、 ミュー ジシャ ンの ファ ンにな り、他 の会場 のラ イブに も出か

け るよ うにな る。 ム ジカは、 ミュー ジ シャンとフ ァンをつ な ぐ場 として も

機 能 してい るので ある。 この ようなム ジカの側面 を岡崎 は 「パ ブ リック ・

スペ ース」、磯 部 は 「札 幌 の ミュー ジシ ャンの集 まれ る共 通の場 所」 と表

現 している。

ま とめ と考 察

私 たちは、問 い として 「なぜ 音楽 を演 奏す る場 と して、 ジャズ喫茶や ラ

イブハ ウス に次 いで、 ライブ カフェが登 場 したのだ ろうか」 を挙 げた。そ

して この問い に間接 的 に答 えるため に、札幌 のラ イブカフ ェ 「ムジ カホー

ル カフェ」の店長 と ミュージ シャ ンに インタビュー をお こな った。 結論 を

まとめ(1.)、 考 察 をお こなう(2.)。

1.ま とめ

仮説 として、 ラ イブカフェの経営者 は、 自分 に とって 「理想 の音 楽演奏

の場 」 をつ くろ うと してい る ので はない か(【 仮説1】)、 ラ イブ カフェで
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の ライブ には、店の経営 にプ ラスに働 く側面 と、 ミュー ジシャ ンの音楽活

動 に対 して プラス に働 く側面 の、 二つ の側面 があ るので はな いか(【 仮説

2】)、 を挙 げた。

【仮説1】 につ いて。 田所 は 「音楽 にかか わ る仕 事 を したい」 とい う思

い をかな えるため に、 ムジ カをオープ ン した(・ ム ジカをは じめ る動 機)。

そ して、1)一 見 さ ん に もや さ しい店 、2)音 楽 を広 く受 け 入 れ る、3)

ミュージ シャ ンを育て る場 を店の コ ンセプ トとしてい るこ とが うかが えた

(・ ライブ カフ ェの特 徴、・音楽 を広 く受 け入 れる、・ミュー ジシ ャ ンが育

つ場 と して の ラ イブ カフ ェ)。 この よ うな特徴 は、 既存 の ジャズ喫 茶 や、

ライブハ ウス にはあ ま りみ られ ない特徴 であ った。 この こ とよ り、少 な く

とも、 ムジ カにつ いて は 【仮 説l】 は妥 当 した と判 断す る。

【仮説2】 につ い て。 イ ンタ ビュー に対 して、 田所 は ライブ ・イベ ン ト

をお こな うことは、 店の経営 にプ ラスに働 いて いる と答 えてい る(・ 店の

経 営 と音 楽)。 一 方、 ラ イブ に対 して ノルマ を と らず(・ ノル マ制 の 否

定)、 い ろい ろな企画 を受 け入 れ、そ のため の準備 を きちん とお こな うム

ジカの姿 勢 は、 ミュ ー ジシ ャ ンに とって メ リ ッ トで あっ た(・ ミュ ー ジ

シャ ンか らみた ム ジカの メ リッ ト)。 そ して、 ム ジカは フ ァン とミュー ジ

シャンをつな ぐ役割 をはた していた(・ ム ジカを きっか けに広 が る音楽 の

輪)。 以上の こ とよ り、 ム ジカにつ いて 【仮説2】 は妥 当 した と思 われ る。

私 たちの大 きな問い は 「なぜ 音楽 を演奏 す る場 として、 ジ ャズ喫茶 や ラ

イブハ ウスに次い で、 ライブカ フェが登場 した のだろ うか」 であ った。 こ

の問い に対 す る答 えは、次 の ようになるのか も しれない。

ミュージ シャ ンもファン も実は新 しいラ イブの展 開 を待 っていたの では

ないだ ろ うか。そ れは、 ミュー ジシャ ンに とっては、身銭 を切 ってお こな

うので はな く、 もっ と楽 しいイベ ン トとして、で きれば多少 のギ ャラを手

にす るこ とがで きる ライブであ り、 フ ァンにとっては、明 るい場所で、 ラ

ンチ を食べ なが ら楽 しめ るライブだ ったのか も しれない。 ライブ カフェ と

しての ムジ カの コ ンセ プ トはその ような、 ミュージ シャ ンやフ ァ ンの ニー

ズ に沿 って いた よ うに も思 える。音 楽の楽 しみ方 は多様 で ある。 な らば、

音 楽 を演奏 しそれ を視 聴す る場 もまた、 多様で あって よいはずであ る。 ラ

イブ カフェは、 ジャズ喫茶や ライブハ ウスにない、新 しい音楽 の演奏 のあ

り方 を可能 に した。 この ことが 、 ライブカ フェが登場 した理 由の一つ なの

では ない だろ うか。
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上のことを裏返せば、 ライブカフェとしての田所の挙げた三つのコンセ

プ トに呼応する ミュージシャンやファンがいなかったら、ライブカフェの

経営 はうまくいかなかったか もしれない ということである。田所のライブ

カフェのコンセプ ト、それを理解 しライブをおこなうミュージシャン、そ

して、ライブカフェのライブを楽 しみにして店に足 を運ぶファン(お 客)

の三つがうま く噛み合 うことで、パブリック ・スペースとしてのムジカと

いう 「場」が成 り立っているようにも思われる。

このことを象徴す る事例 として、ムジカがおこなった、東 日本大震災

チャリティライブを取 り上げてお きたい。第1回 のチャリティライブは、

2011(平 成23)年3月20・21日 、まだ震災の自粛ムー ドがあるなかで開

催 された。29組 の ミュージシャンが参加 し、200人 の来場者があ り、2日

間で集 まった約50万 円の義援金を赤十字に寄付 した。ライブの様子は

USTREAMで 中継 もされた。第2回 のチ ャリティライブは、2012(平 成

24)年3月18・20日 にお こなわれた。第3回 のチ ャリテ ィライブは、

2013(平 成25)年3月23・24日 におこなわれた。

第1回 のチャリティライブは、震災から約1週 間の準備期間にもかかわ

らず、札幌の多 くの ミュージシャンが参加 した。そ して、多 くの観客が

チ ャリテ ィライブに足 を運 んだ。 この事実は、ム ジカが札幌 の音楽の

「場」― ミュージシャンとファンをつなぐ場― として機能 しているこ

とを示 しているのではないだろうか。

以上、私たちは、 ムジカの店長である田所 とミュージシャンにインタ

ビューをおこない、ライブカフェが登場 した理由について考えた。次にも

う少 し対象か ら距離をとり、ライブカフェの登場 した社会的な要因を探っ

てみたい。

2.考 察― 社会的背景

第一に、女性の音楽ファンの増加である。田所は、ムジカのお客の8割

近 くが女性 である という。音楽 を聴 き楽 しむ ことに、男女差(ジ ェ ン

ダー)は 関係ないように思われる。 しかし、すでに確認 したようにCDの

普及は、女性の音楽視聴の機会を増やすように機能 した。つまり 「メディ

アの変化」は 「女性の音楽を聴 き楽 しむ行動様式」を可能にする一つの要

因として機能 しているのである。

そ して、女性の音楽ファンの増加には、CDの 普及 とい う 「メディアの
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変化」要因だけではなく、女性の余暇行動の変化 も要因の一つにあると思

われる。女性がライブに足 を運ぶためには― ライブはたいてい夜 におこ

なわれ る― 、経済的 ・時間的余裕が必要である。たとえば、女性が20

代前半で、結婚 し専業主婦になり、出産 ・育児 をお こなっているならば、

夜のライブを視聴す ることは難 しい。 このようなことか ら、女性の音楽

ファンの増加の背景には、女性の経済的自立や、初婚年齢の上昇、女性が

比較的夜遅 くまで活動することへの容認など、い くつかの社会的要因があ

ると思われる。

さまざまなファン活動が、女性の音楽ファン活動か ら生 まれている。た

とえば、アイ ドル系音楽のファンや、 ビジュアル系音楽のファンがそれで

ある。このような、女性の音楽ファンの受け皿の一つになるのが、ライブ

カフェなのではないだろうか。

もう少 し詳 しく考 えてみ よう。アイ ドル系音楽のファンや、ビジュアル

系音楽のファンは、辻が 「メディアと集いの文化」 と表現するように 「音

楽の趣味でつながった集団」による音楽視聴である33。一方、 ライブカ

フェ(ム ジカ)に 来る音楽 ファンは、アイ ドル系や ビジュアル系の音楽

ファンとは異 なる音楽の好み をもち(強 いていえば 「札幌のインディー

ズ ・ミュージシャン」のファン)、集団で一緒に音楽の 「趣味」を楽 しむ

というよ りも、個人でも― ふらっとコーヒーを飲みに立ち寄るように音

楽を聴 きに くる― 音楽 を視聴す る楽 しみ方 を知 っているように思われ

る。

このように考えるとライブカフェの成立は、女性 の音楽 ファンの増加

と、かつ、今までの女性音楽ファンとは違 う層のニーズに対応するところ

に要因があったのではなかろうか。特にムジカの、一見さんにも入 りやす

い、明るいアー トの空間というコンセプ トは、既存の音楽ファン層に収 ま

らない女性 ファン層をうまくとらえることに成功 したと思われる。

第二に、 ミュージシャンの音楽に対する考え方の多様性である。 ミュー

ジシャンに話 を聞くと、音楽について様々な考え方があることがわかる。

ここでは、１）メジャーを目指す ミュージシャン、2)地 元で音楽活動を長

く続けていこうと考える ミュージシャン、そ して3)音 楽 を趣味 として続

けていこうとするミュージシャンの三つを取 り上げてみる。

このような、 ミュージシャンの立場の多様性は、今に始まったことでは

ない。たとえば、宮入は、中高年のバン ド・ブーム(こ れは、先の三類型
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のうち第三の立場に相当する)と 、その演奏の場 としてのライブハウスの

機能について指摘 している34。そして、これらの考えは、必ず しも排他的

ではな く、両立可能な部分がある。 また、音楽活動を続 けてい くうちに、

ミュージシャンの考え方が変化 していくこともある。

ここでは、第二の立場である 「地元で音楽活動 を長 く続けていこう」と

する考え方を取 り上げてみたい。この考えを可能にした積極的な要因とし

て、SNSを 用いたセルフ ・プロモーシ ョン、USTREAMを はじめ とす る

動画配信サ イ トをうまく利用 した 「自分の番組」の作成、音楽のダウン

ロー ド配信 など、音楽周辺のメディアの変化があると思われる。つま り、

メジャーにならな くとも、メデ ィアをうまく使 えば、 自分の音楽を多 くの

人に聞いて もらえるようになったのである(も ちろん、このようなメデ ィ

アを用いてメジャーを目指す ミュージシャンも存在する)。 いわゆる 「一

人1レ ーベル」の考え方である。一方、後者が生 じた消極的な要因として

は、経済環境の悪化や音楽ソフ トの売上不振にともない、いわゆる 「ライ

ブハ ウスや路上 でライブをおこなって、力があればスカウ トされてメ

ジャー ・デビュー」 という既存の路線が うまく機能 しな くなったことがあ

るだろう。

このような、地元で音楽活動を長 く続けていこうと考えるミュージシャ

ンにとって、ライブハ ウスのノルマ制は、相対的に大 きな負担になるだろ

う。どういうことか。 メジャーを目指す ミュージシャンにとって、ライブ

ハウスは 「腕 を磨 く場」であり、そのノルマ制は 「自分への先行投資」の

一つとみなされうる。 また、音楽を趣味 として続けていこうとするミュー

ジシャンにとって、ノルマ制は自分の趣味にかかる 「必要経費」である。

対 して、地元で音楽活動を長 く続けていこうと考えるミュージシャンは

「お金 を払ってライブをする」システムに違和感をもち、「自分の演奏に対

して対価がある」ことを求めている。ゆえに、比較的金銭的な負担が小 さ

く(場 合 によってはギャラも手 に入る)、 集客のために様々なイベン トを

企画できるフッ トワークのある演奏の場が求め られたのではないだろう

か。そのような場が、ライブカフェだったと思われる。

本稿は、ライブカフェの成功事例 としてムジカを取 り上げた。 しか し、

ムジカの経営がいつでも順風満帆 とい うわけで もない。ここでは示 さな

かったが、インタビューでは、通常営業 とイベ ントのバランス、フー ドメ
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ニュー、そして店の大きさの問題に頭を悩 ませている経営者 としての田所

の考えもうかがえた。

札幌の南三条は、音楽文化の発信地でもあった。音楽を演奏する場 とし

てのライブカフェが、新 しい音楽文化を作 り出してい くか もしれない。そ

して、 ミュージシャンもファンも、ムジカのようなライブカフェがあるこ

とをよいことだと考えている。最後に、 この点をもっとも端的に表現 して

いる岡崎の発言で、本稿を終わ りにしたいと思う。

「音楽の幅が広がったのは 『ムジカでライブをやったのがきっかけです』

というのなら簡単 なんだけ ど、それはムジカが 『きっかけ とい うフッ

ク』 をつねにもっていたということ。これもお店がそこにあり続 けてい

るか らじゃないですか。それは、あの人のおかげなのかな」
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